
渡辺良雄と都市研究センター

渡辺良雄先生が東京都立大学理学部に赴任した

のは， 1960年 10月1日である．その 1年半後の

1962年3月，渡辺先生はそれまでの東北日本にお

ける都市機能に関する研究を取りまとめて，「東北

日本における都市機能の統計的研究」にて，理学

博士の学位（東北大学）を授与された

東京都立大学で学際的に都市研究の組織を作ろ

うと企画され始めたのは，その 1962年の秋頃で

ある．この研究企画が具体化する直接の契機は，

小倉蔵次法学部長を主査（研究代表者）とする昭

和38(1963）年度文部省科学研究費（機関研究）「日

本における都市計画と土地問題」による研究費の

公布と共同研究の遂行であった 12名の研究者が

参加し，社会学（磯村英一・岩井弘融），歴史学（北

島正元・石塚弘道），経済学（赤木須留喜 ・柴田徳

衛），工学（谷重雄 ・石田頼房・広瀬盛行）とと

もに，地理学（中野尊正 ・渡辺良雄）であった

この科学研究費研究が，東京都立大学としては後

の都市研究委員会（1968～1976），都市研究セン

ター（1977～1993），都市研究所（1994～）の出発

点となっている．

都市研究委員会での都市研究

東京オリンピックに向けて東京の都市改造が急

速に進むとともに，東京への人口流入がピークを

迎えていた都市化の真っ直中で，日本の都市問題

の根幹には土地問題があるとして取り組まれた学

際的研究であった中野・渡辺は「都市地域の外

縁発展と土地所有形態J を研究テーマとして参加

し，昭和39(1964）年3月に東京都立大学都市研

．究会『都市計画と土地問題』（全97頁上下）の報

告書が印刷されたとの報告書（下）に，中野尊

正・渡辺良雄「東京の郊外都市イじの発展一一都市

化空間の拡大経過について一一J を報告してい

る．これは，明治末期から昭和30年代中期までの

5万分の 1地形図を基本として，東京の市街地の

土地利用の変遷を定性的に概観したものであっ
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た．

渡辺良雄にとって，これまでに進めてきた都市

機能と都市立地に関する研究に対して，一つの都

市地域における可視的な市街地変容に視点を当て

た都市化研究という，新しい都市研究展開であっ

たといえる．都市を「点」として分析する中心地

理論に代表される都市機能と都市立地の研究を

「都市の外部構造」研究とすると，東京都立大学に

赴任して取り組んだ（最初の）この研究は，都市

を「面」としてとらえ，その変容過程や配置構造

を解明するという「都市の内部構造」研究といえ

る．以降，渡辺良雄の都市研究は，地理学会を中

心とする外部での研究や著作ではおもに都市の外

部構造研究を継続しつつ，学内での都市研究は都

市の内部構造研究に目を向けていくきっかけと

なっているように思われる．

昭和39(1964）年度から 3年間の科学研究費（代

表 ：谷重雄）を得て，研究メンバーは異動拡充

しつつ「都市構造の地域的分析J という課題での

研究が展開されたここでは，前年の都市構造の

土地に関する研究を拡張し 都市地域全体を視野

に入れ，「その機能的変化を統計的に追跡し，その

発展法則を求めるとともに自治体 ・住民とそれら

との関係を調査しようとするものj（東京大学出版

会， 1968，あとがき）であったこの都市研究で

も中野尊正との共同研究で，そのテーマは「都市

の機能的膨張と土地利用の変化」であった． この

研究の成果は昭和42(1967）年度の科学研究費を

得て，東京大学出版会から『都市構造と都市計画』

として刊行され，渡辺は「都市の規模体系と大都

市地域」を分担執筆している．とれは，全国を対

象に，順位規模法則を適用し，急速に都市成長を

進めている都市の階層構造の変容と三大都市の階

層関係を論じ，「東京の過集積と分散を論じる時に

は，その分散の対象は，数百km離れた零細な新産

都市，拠点都市でなかろうことは確かな気がする．

それは位を接する大都市同士の問題であり，また

同じ大都市地域に含まれる大都市同土の問題では



なかろうか」と締めくくっている．

この観点は， 1971年の「都市研究報告20：都市

研究の現状と課題Jに引き継がれている．ここで，

渡辺は「第1章都市地理と都市研究について」

を著し，都市学（学会）との対比で都市地理の都

市研究への態度として，都市地理学者の都市研究

への強い愛着と方法論的に行き詰まっているジレ

ンマ，社会問題としての都市問題へ寄せる応用科

学と・して都市を総体的にとらえようとする立場は

都市地理学者にも共感できること， しかしながら

総合の応用科学として華々しい出発点に立つには

都市地理の分野の手持ち財産に一抹の不安がある

こと，を指摘する．その上で，都市地理研究の展

開に関する「私見」として，「地域類型より現象構

造へJ と提起している．結果としての都市化現象

を地域類型に基づ、いて（一般化し）解釈する立場

から，都市化現象がもたらす地域の変容を“現象

構造”として解釈する，「どうなったか」から『な

ぜそうなるのかj を解明すべきではないか， との

私見なのである これが，東京都立大学での都市

研究における渡辺の都市研究の基調になっている

ように恩われる．

1973年の「都市研究調査報告7：最近の東京の

膨張と都市問題への 1・2の視点J は，東京都の

区市町村単位の人口データをもとに，昭和30年

代初頭の地方から東京への人口移入による大都市

膨張に対して，昭和40年代にはいると大都市形

成の現象構造に変化が生じていることを論述して

いる．その視点、は，まさに上記の 「大都市地域形

成の現象構造の解明」を目指したもので，昼間人

口の動向や就業地の近郊分散による通勤人口流の

変化を分析し，流入人口による都心集中傾向から

大都市での人口再生産が生み出す人口流動の多様

化を指摘し，昭和40年代の東京の大都市形成は，

「初期の人口集積の時間的経過による影響一一二

次的現象として大都市化の過程自体の中に発生し

たもの を含むことを重視して，わが国の大都

市地域膨張もすでに第2の段階に入っているもの

と考えたい． ……わが国の大都市化現象が……，

自己成長の過程にはっていることを認識する

…」と述べ，「わが国における大都市問題は，そ

の主たる部分において，過疎の問題とは独立で、あ

り，事態の認識においても，その解決の発想、にお

いても，過疎との表裏現象として把えられではな

らないことを特に記しておきたいj と締めくくっ

ている．

II 都市研究センターでの大都市地域研究

この論考は， 1978年に，都市研究センターの紀

要「総合都市研究j 第3号に，追補を加えて再録

されている．大都市地域人口の社会増に対して自

然増が有意な意味をもちはじめ，高度経済成長後

の昭和 50年には社会増6.6万人に対し自然増

35.1万人に達していることから，大都市近郊地域

の人口構成を仔細に考察して，「近郊地域が一一

はっきりと人口再生産的には自己形成段階に入っ

てきたJ と指摘している．さらに，オイルショッ

ク後の東京大都市地域において，就業地の近郊分

散の停滞と通勤流の双方向化を指摘し，東京大都

市地域は，区部と隣接する市部（保谷－＝鷹・調

布）を既成市街地化し，それを取り巻く村山 ・立

川 ・町固までの近郊地帯 それ以遠の近郊化進行

地帯の存在を指摘して，「それぞれの地域はさまざ

まな現象面で異質の性格を示し，この3者を更に

統，複合する形式で東京大都市地域全体の自己成

長の現象機構が働いているように見える」．それゆ

えに「（その現象機能が生み出す）都市問題の解決

は，……自己成長の段階に入っているだけに，大

都市地域自体で解決し得る問題のようにも思える

し，又それだけに大都市地域の個々の構成体に

とってはどうにもならない他け物にまで成長して

しまっているような気もする」と述べた．

こうした大都市の自己成長段階における大都市

居住問題の検討にむけて 大都市内部での人口移

動をライフサイクル的視点からの住宅移動と仮定

し，大都市地域空間の居住者の住み変え一一ある

いは使い分けーーの構造を，住宅移動と住宅選

好，転居理由，地域人口の年齢構成の変動，人口

流動ノ号ターンなどから考察しているのが，「大都市

居住と都市内部人口移動J（総合都市研究，第4号，

1978）である．全ての図やグラフを手書きで書き

上げたもので，こうした統計による定量的な人口

移動の構造把握は，「都市問題としての居住問題へ

の対応を考え，計画的視野から問題を考えるため

には」不可欠であると考えた， と述べている．そ

れに加えて，「そのような定量的全体把握に関して

は適切な方法が見いだ、せず，本報告では，何らの
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基本的進歩も生み出されていない．今後の課題と

して残したい」と締めくくっていた．

1980年には，総合都市研究第 10号に「東京大都

市地域の土地利用変化からみた居住地の形成過程

と多摩ニュータウンの開発」を，武内和彦，中林

一樹等ととりまとめている．これは，最初の都市

研究であった地形図から市街地の拡大を考察した

のに対して，人口増加率と地自の「宅地J増加率

から市街地の外縁拡大傾向を分析したものであっ

たしかし，渡辺の『現象構造の解明」からは，

この研究は物足りないものであったであろう．

との大都市地域形成の現象構造を「居住問題」

から解明しようという研究は， 1982年の 「東京大

都市地域における職住分離の地域構成と大都市居

住問題」（総合都市研究，第 15号）に引き継がれ

る．これは，東京50km圏域に広がった大都市地域

を対象に，重力モデルを用いて，市町村聞の通勤

流を定量化して「基準化通勤指向指数Jを提案し，

分析したものである．通勤行動は就業地と居住地

の距離によるー特性に帰結すると考えられるが，

現実の大都市地域はそのような明解な解釈のみで

充分かという問題提起に始まり，大都市の膨張に

も関わらず，都心への長距離通勤よりも近郊通勤

という形での中距離通勤の増大が著しいことを明

らかにし，大都市の自己成長化を定量的に解明し

ているのである．

渡辺の「大都市地域の自己成長佑」は， 1980年

代に東京都の長期計画において目指すべき都市像

としての「東京の多心型都市構造」，第3次首都圏

整備計画における東京の一極集中に対処した 「多

心型構造J への計画論に通じる，大都市地域の多

核型への変容を「現象構造J として解明していた

ものであろう．

Ill 渡辺良雄の「都市研究」

都市研究センターにおける渡辺の最後の都市研

究となったのは， 1985年の「住宅開発の事業収支

からみた東京大都市地域の居住地形成について」

（総合都市研究，第24号）である．これは，渡辺

が指導した鈴木桂子の修土論文研究をもとに再構

成されたもので，この中に図l 「住宅需給構造を

規定する要因聞の連関」および，図2 「民聞にお

ける住宅開発事業を想定した企業内の事業計画決

定のための要因とその連関J が収録されている．

この二枚の詳細な要因連関図は，この論文のため

に渡辺が作成したもので，そとには， r都市の「現

象構造Jの解明』という，渡辺が都市研究で目指

したひとつの「都市形成の分析枠組みJ が提示さ

れていると，改めて思う．

私（中林一樹）が，都立大学工学研究科都市計

画研究室の博士課程の大学院生から，理学部地理

学教室の助手になったのは昭和50(1975）年5月

である．従って，私が渡辺良雄先生と都市研究を

ともにした時期は，先生の後半の 10年間である．

いま，改めて都立大学での20年余の渡辺良雄の

都市研究をたどってみると，東京の最もダイナ

ミックな都市化の時期に東京に研究の場を移し，

学際的な都市研究という舞台で，大都市の内側か

ら大都市形成のメカニズ、ムの解明に立ち向かおう

としたことを知ることカfできる．

渡辺先生は，わが国でも早い時期に『中心地研

究』に取り組んだ先達であるが，外国に出かけた

のは 1978年の工学部都市計画研究室を中心とす

るヨーロッパの都市視察が最初であった私もそ

れが最初であった．ストックホルム，ハンブ、ルグ，

アムステルダム，パリを中心とする 10日間ほど

の旅行であった．その後も，ついに二度目の海外

には行かれなかったが，クリスタラーの研究

フィールドであったドイツにおける汽車と車での

移動に，渡辺先生が何を考えられていたのか知り

たいととろであった都市の外部構造研究から都

市の内部構造研究に力を入れていかれた時期だ、っ

たのである そして，アムステルダムでは一緒に

大縮尺の都市地図を購入するために，軍の地図局

へ自由行動日の一日をかけて出かけていったので

ある． しかし，その地図を使つての都市研究は行

なわれなかった．

（東京都立大学大学院都市科学研究科）
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